
なされてしかるべき観点ではないだろうか｡これまで､こ

うした観点からの名所絵の解読はなされてはいない｡本

研究では､こうした点を踏まえ､共同研究者の協力を得な
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がら､新しい名所絵の解釈を言式みるつもりである｡そのこ

とは､『名所江戸百景』の再検討に留まらず､同時代の錦

絵との関係性を問う大きな問題に繋がる予感がしている｡

｢研究会報告 S C I E N C E R E P O R T

｢図像 ･動作情報のディジタル入力について｣

図像や動作などの多様かつ膨大な非文字資料のディジ

タルアーカイブを構築する第一の意義は､経年劣化を免

れない非文字資料に含まれている情報を､経年劣化のな

いディジタル形式で正確に記録し､インターネットを介

し誰でもが手軽に利用できるような仕組みの中で保存し､

後代に継承して行くことである｡しかし､その意義は､

｢甲なる保管所のディジタル化｣に留まらず､生データ

を画像処理技術やCG技術を駆使して分析､変換､編集､

合成できる点にもある｡これにより､研究者が分析､抽

出した ｢非文7質料固有の特徴情報｣を､より見やすく､

評価しやすい形式で表現することが可能となる｡

ディジタルアーカイブを構築するには､以下の技術開

発を推進する必要がある｡①非文字資料に含まれる情報

を正確にディジタル入力する技術､②様々な要因によっ

て損傷を被った資料のディジタルデータを修復したり､

あるいは資料固有の特徴情報を強調したり､抽出したり

するための画像処理技術､③資料のディジタルデータを

より見やすい形式に変換､合成､表示するためのCG技術､

④インターネットを介して膨大なディジタルデータを広く

世界に提供しつつ､その著作権や肖像権を保護し､かつ

安全に保管､管理するための情報セキュリティ技術である｡

本発表では､｢非文字資料のディジタル入力｣について

論じた｡現在､民生機器として普及しているディジタル画

像入力機器は､TVや写真のディジタル化入力機器であり､

これをそのまま図像や動作などの非文字資料のディジタ

ル入力に用いても､所望の情報を必要とされる精度で取

得することは困難であるか､多くの場合不可能である｡

そこで､①絵巻物､古文書､典礼､儀式､民具､景観､

所作などの撮影対象に含まれる各種の情報をディジタル

入力する手段とその技術的限界､⑦撮影 ･計測時の工夫

の必要性､③技術的限界を補填するための後処理の必要

性について論じた｡以下に､特に重要な点を要約した｡

○絵巻物などの大面積のカラーテクスチャ情報を､細部

まで判読可能なように入力するには､十分な空間解像度

の複数の鋸影画像を合成処和する必要がある｡この際､

撮影対象面とカメラとの間の距離を一定に保ちつつ､視

点位置を対象面と平行に移動させ､またその視野が少な

くとも半分程度は重なり合うように揖影しておくと､合

成画像の品質が向上する｡

◎民具などの小型の対象物の3次元表面形状情報の取得に

は光切断法によるレンジファインダーが適しており､景

観の3次元奥行き情報の取得にはtimc-of-night法による

レーザ ･レーダが適している｡しかし､これらの計測デ

ータには鏡面反射などの妨書要因によって欠落が生じた

り､空間解像度が不十分であったりする｡また､全周囲

のデータを取得するには､視点位置と視線方向を別手段

にてあらかじめ正確に把捉しておき､多くの視点から計

測したデータを矛盾なく統合する必要がある｡

◎動作や所作では､関節の動き情報が重要な情報である

が､これを撮影動画像から正確に推定することは非常に

困難であり､多くの場合不可能である｡より現実的なア

プローチは､モーションキャプチャと呼ばれる計測機器

の利用である｡光学式と磁気式とがあり､光学式では関

節の瞬時的な3次元位置が得られるのに対し､磁気式では

3次元位置とその運動方向とが同時に計測される｡計測デ

ータの精度は高いものの､計測には特別な環境が､例え

ば磁気的にシールドされた環境が必要とされる｡

一般的に言って､計測データに要求される精度はその

利用法によって定まる｡今後､その利用形態を明確にし

ながら､要求された精度で所望の情報をディジタル入力

する最適な手段を決定して行く必要がある｡
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